
  

都
立
産
技
高
専

吉
田
喜
一

学
校
教
育
法
で
、
「
高
専
は
深
く
専
門
の

学
芸
を
教
授
し
、
職
業
に
必
要
な
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

高

専
は
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
専
卒
業
生

の
求
人
倍
率
は
10
倍
以
上
で
す
。
高
専
は
一

般
社
会
か
ら
見
る
と
か
な
り
マ
イ
ナ
ー
な
存

在
で
す
が
、
学
校
教
育
法
に
あ
る
と
お
り

「
職
業
に
必
要
な
能
力
を
育
成
す
る
」
か
ら

こ
そ
、
企
業
か
ら
は
大
変
高
く
評
価
さ
れ
引

く
手
あ
ま
た
で
す
。

昨
年
11
月
、
文
部
科
学
省
は
大
学
生
・
短

大
生
・
高
専
生
・
専
修
学
校
生
（
10
月
１
日

時
点
）
、
厚
生
労
働
省
は
高
校
生
（
９
月
末

時
点
）
の
就
職
内
定
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
高
校
生
の
内
定
率
は
41.5
％
，
大

学
生
59.9
％
、
短
大
生
22.7
％
、
専
修
学
校
生
40.2

％
に
対
し
て
、
高
専
生
は
93.9
％
で
し
た
。
高

専
生
の
内
定
率
が
飛
び
ぬ
け
て
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
高
校
の
求
人
倍
率
は
0.92
倍
で

あ
り
１
倍
を
切
っ
て
い
ま
す
。
リ
ク
ル
ー
ト

の
調
査
に
よ
れ
ば
大
卒
求
人
倍
率
は
一
昨
年

の
1.62
倍
、
昨
年
の
1.28
倍
か
ら
さ
ら
に
下
が
り

1.23
倍
で
す
。

高
専
教
育
と
は
簡
単
に
い
う
と
、
「
普
通

教
育
と
し
て
の
技
術
教
育
か
ら
専
門
教
育
と

し
て
の
工
学
教
育
へ
の
発
展
・
結
合
」
で
す
。

簡
単
な
も
の
つ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
高
度
な

実
習
・
実
験
・
情
報
処
理
・
設
計
製
図
、
最

後
に
は
卒
業
研
究
で
５
年
間
の
総
ま
と
め
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
基
礎
に
な
る
数
学
は

高
校
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
大
学

工
学
部
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
レ
ベ
ル
ま
で

学
習
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
一
般
教

養
は
普
通
高
校
と
ほ
ぼ
同
じ
授
業
時
間
数
で

す
。2010

年
３
月
ま
で
存
在
し
た
都
立
航
空
工
業

高
専
・
機
械
工
学
科
で
は
３
年
生
で
工
業
力

学
・
材
料
力
学
、
４
年
生
で
水
力
学
・
熱
力

学
、
５
年
生
で
機
械
力
学
の
３
力
・
５
力
を

学
び
ま
す
。
３
年
生
で
２
階
線
形
の
非
同
次

微
分
方
程
式
を
解
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
解

析
学
・
代
数
・
幾
何
学
を
４
年
生
ま
で
に
終

え
、
数
値
解
析
も
４
年
生
で
ル
ン
ゲ
ク
ッ
タ

法
等
を
マ
ス
タ
ー
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
現
象

の
解
析
を
行
い
、
４
・
５
年
生
で
各
種
学
会

発
表
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
ま
す
。
高
専
は

実
践
（
実
習
、
実
験
、
製
図
）
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
が
理
論
解
析
と
結
合
し
た
技
術
者
を

養
成
す
る
学
校
で
す
。

高
専
で
は
理
論
と
実
践
、
創
造
と
解
析
、

ノ
ウ
ハ
ウ
（
専
門
的
な
技
術
や
そ
の
蓄
積
）

と
Know
（
知
る
）
Why
（
な
ぜ
）
は
か
た
く
結
び

つ
い
た
教
育
を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

有
為
な
技
術
者
と
し
て
求
人
倍
率
が
高
い
の

で
す
。

高
専
、
大
学
、
専
修
学
校
、

高
校
の
就
職
内
定
率

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

こ
ん
に
ち
は
。
南
千
住
５
丁
目
・
メ
ガ
ネ
の
サ
ト

ウ
４
代
目
で
す
。
本
年
も
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

は
、
先
日
訪
ね
た
大
阪
の
路
面
電

車
「
阪
堺
（
は
ん
か
い
）
電
車
」

と
、
お
参
り
し
た
住
吉
大
社
、
そ

れ
か
ら
私
鉄
最
古
の
駅
舎
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

１
月
３
日
の
朝
、
夜
行
電
車
と

在
来
線
を
乗
り
継
い
で
、
私
は
大

阪
南
部
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
つ
・
天
王
寺
駅
に
降
り

立
ち
ま
し
た
。
駅
前
で
建
設
中
の
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ

ス
（
＝
完
成
後
は
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
を
抜

き
日
本
一
の
ビ
ル
に
な
る
！
）
」
の
足
下
、
工
事
で

雑
然
と
し
た
道
路
上
に
、
大
阪
で
唯
一
の
路
面
電
車

・
阪
堺
電
車
の
停
留
所
が
あ
り
ま
す
。
沿
線
に
は
、

毎
年
初
詣
の
ベ
ス
ト
テ
ン
に
登
場
す
る
「
住
吉
大
社
」

が
あ
る
た
め
、
停
留
所
に
は
長
い
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
阪
堺
電
車
も
、
正

月
臨
時
ダ
イ
ヤ
を
組
み
、
普
段
は
車
庫

で
眠
っ
て
い
る
旧
型
車
輌
（
車
内
の
銘

板
を
見
る
と
、
何
と
、
昭
和
「
参
」
年

製
造
と
あ
る
！
）
を
全
部
引
っ
張
り
出

し
て
、
あ
ふ
れ
る
乗
客
を
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
。

私
も
、
超
レ
ト
ロ
な
阪
堺
電
車
に
乗
り
込
み
、
住

吉
大
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
美
味

し
そ
う
な
匂
い
が
立
ち
こ
め
る
た
く
さ
ん
の
屋
台
の

間
を
進
み
、
赤
い
太
鼓
橋
を
渡
る
と
境
内
が
パ
ー
ッ

と
広
が
り
ま
す
。
実
に
良
い
雰
囲
気
で
す
。
お
参
り

を
し
て
、
商
運
御
守
護
の
お
守
り
（
金
ピ
カ
☆
で
す
）

を
頂
き
、
そ
れ
か
ら
お
み
く
じ
箱
を
振
る
と
何
と

「
一
番
」
の
棒
が
出
て
き
て
「
お
お
っ
！
」
と
び
っ

く
り
。
頂
い
た
の
は
め
で
た
く
、
大
吉
で
し
た
。

住
吉
大
社
を
後
に
し
、
私
は
阪
堺
電
車
の
終
点
・

浜
寺
公
園
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。
駅
名
の
公
園
は
、

日
本
最
古
の
公
立
公
園
で
あ
り
、
辺
り
は
大
阪
湾

に
面
し
た
海
水
浴
場
の
あ
る
風
光
明
媚
な
別
荘
地

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
工
業
地
帯
に
変
貌
し

て
し
ま
い
、
昔
の
海
岸
線
は
運
河
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
公
園
の
立
派
な
松
林
が
か

つ
て
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。
浜
寺
公
園
に
は
、
も
う
一
つ

私
鉄
・
南
海
電
車
の
駅
が
す
ぐ
そ
ば

に
あ
り
、
こ
ち
ら
に
も
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
こ
の
駅
は
東
京
駅
と
同
じ
辰

野
金
吾
の
設
計
で
、
国
の
有
形
文
化

財
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
私
鉄
最
古

の
駅
な
の
で
す
。
風
格
の
あ
る
木
造
駅
舎
に
、
私
も

し
ば
し
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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★
休
業
日
の
ご
あ
ん
な
い
★

1
月
…
24
・
31
（
火
）

２
月
…
7
（
火
）
・
12
（
日
）
、
21
（
火
）
、
29

（
水
）

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
9
時
30
分
～
PM
7
時

土
・
日
・
祝
日
…
AM
10
時
30
分
～
PM
６
時

大
阪
の
チ
ン
チ
ン
電
車
と

私
鉄
最
古
の
駅
舎
を
訪
ね
て

メガネの
祐一郎君の
アドバイス

す
ま
い
る
た
う
ん
ふ
れ
あ
い
亭
１
月
28
日

午
後
12
時
半
～
西
部
ひ
ろ
ば
館
１
階

新
し
い
歌
集
も
で
き
ま
し
た
。


